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W50b 小型衛星のオンボード星像抽出機の開発
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超小型位置天文観測衛星 Nano-JASMINEのデータ処理回路における星像抽出機能とその回路の開発状況につ
いて報告する。Nano-JASMINEは、以下の 2つの目的のために CCDの画像データから衛星のオンボードで星像
を抽出する機能を持つ。1つはデータ量の低減、もう 1つは星像のデータから衛星の姿勢を推定するためである。
Nano-JASMINEの撮像データは 2Mbps程度であり、この全データをダウンリンクすることはできない。星の周辺
部分の画素だけを切り出すことでダウンリンクするデータ量を減らすことができる。また、理想的な衛星の姿勢状
態の星像に対して、切り出した星像がどれだけ変形しているかを測定することによって、現在の衛星の姿勢状態を
知ることができる。
ソフトウェアシミュレータを用いて星像抽出機能アルゴリズムの検証を行った。このシミュレータは実際のNano-

JASMINEの機能を模擬している。星から望遠鏡へ入った光子を CCDで検出して、星像抽出した情報を元に衛星
の姿勢制御を行う機能をソフトウェアシミュレータへ実装している。このシミュレーション実験では、画像から複
数個の星像を連続的に抽出することができた。また、開発版の Nano-JASMINE望遠鏡と CCD制御基板を用いて
光源を撮像した。得られた画像から光源の部分の画素を切り出した実験の結果を報告する。


